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平成２１年３月１８日

国土交通省 関東地方整備局

（再評価）

国道５０号
結城バイパス

資 料 １ － １ ５

関 東 地 方 整 備 局

事業評価監視委員会

（平成２０年度第４回）
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事業評価監視委員会 道路事業 位置図

長野県

東京都

神奈川県

群馬県

千葉県

山梨県

埼玉県

神奈川県

茨城県

千葉県

栃木県

国道50号
結城バイパス④

①事業採択後、5年以上経過した時点で未着工

②事業採択後、10年以上を経過した時点で継続中の事業

③準備・計画段階で、5年が経過している事業

④再評価実施後、5年間が経過している事業

：再評価
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栃木県

結城市
筑西市

小山市

（主）

鬼
怒
川

結城
東結城

川島

小田林

JR水戸線

昭和62年度
暫定2車線供用
L=1.0km

平成14年度
暫定2車線供用
L=1.9km

平成10年度
暫定2車線供用
L=3.5km

平成15年度
4車線供用
L=3.0km

平成16年度
4車線供用
L=1.9km

再評価対象区再評価対象区間間 結城バイパス結城バイパス L=7.7kmL=7.7km
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茨城県

下館バ
イパス

（至東京）

（至福島）

（至群馬）

（至水戸）

N

4/4供用 L=4.9km

（主
）

結
城
下
妻
線

2/4供用 L=2.8km

9,330
12,574

4,155
5,269

17,794
25,090

17,378
24,519

33,187
47,696

26,777
40,255

平日12h
平日24h

観測地点

H17道路交通センサス

(1.71)

(1.60)

(0.60)

(0.98)

(0.70)

(1.72)

(混雑度)

17,794
25,090

(0.56)

１．事業の目的と計画の概要１．事業の目的と計画の概要
（1）目的
・結城市を中心とした周辺地域の交通円滑化
・地域振興への支援
・安全性の向上

（2）計画の概要

区 間 自）茨城県結城市小田林

至）茨城県筑西市布川

計画延長 7.7km

幅 員 30m

道路規格 第3種第1級

設計速度 80km/h

車 線 数 4車線

事 業 化 昭和54年度

事 業 費 約257億円

計画交通量 19,200～25,600台/日

いばらき けんゆう き し お だ ばやし

いばらき けんちくせい し ぬの かわ

標準横断図

凡 例

結城バイパス（4車線）

結城バイパス（2車線）

直轄国道（4車線以上）

直轄国道（2車線）

主要地方道（2車線）

一般県道（2車線以下）

3, 500 3, 5003, 0007, 000 7, 000

30, 000

1,5001,500 1,5001,500
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２．事業の必要性に関する視点２．事業の必要性に関する視点
・平成14年度までに全線暫定2車線で供用し、平成16年度までに約4.9kmが4車線で
供用。
・結城市中心部では混雑している区間が多数点在し、渋滞損失額は年間約20億円。
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結城バイパス L=7.7km
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再評価対象区間再評価対象区間

渋滞損失額：約20億円/年
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（主）結城下妻線結
城
岩
井
線

【城南小北交差点付近の渋滞状況】

【下川島交差点付近の渋滞状況】

凡 例

結城バイパス（4車線）

結城バイパス（2車線）

直轄国道（4車線）

直轄国道（2車線）

主要地方道

一般県道

工業団地

土地区画整理事業

住宅団地

至

群
馬 至

水
戸

（主
）結
城野
田線

50

50

至至 水戸水戸

至至 栃木栃木

【小田林交差点付近の渋滞状況】

（資料：平成20年プローブ調査
平均値は、「H18道路行政の達成度報告書/H19道路行政の業績計画書より）

【鬼怒川西交差点付近の渋滞状況】

至至 栃木栃木

至至 水戸水戸
凡 例

■： ～ 50千人時/年･km未満
■： 50～100千人時/年･km未満
■：100～200千人時/年･km未満
■：200～ 千人時/年･km

至至 栃木栃木

至至 水戸水戸

至至 栃木栃木

至至 水戸水戸

結城南部第二
土地区画整理事業

結城南部第四
土地区画整理事業 結城南部第三

土地区画整理事業

結城第一工業団地

川島工業団地

小山工業団地

茨城県平均
21.3千人時間/年･km
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安全性の向上
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下館バ
イパス

（至東京）

（至福島）

（至群馬）

（至水戸）

N

4/4供用 L=4.9km
2/4供用

L=2.8km

結城バイパス L=7.7km

地域振興への支援
結城バイパス沿道には多くの商業施設が立地し、
周辺の都市圏との連携を図り、地域が一体とな
って新たな生活・文化拠点、産業拠点の形成を
目指している。近年では工業出荷額や商品販売
額が伸びている。
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２．事業の必要性に関する視点２．事業の必要性に関する視点

工業出荷額等の伸び

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90
1.00

1.10

H2 H7 H12 H17 H18
（出典：工業統計）

商品販売額の伸び

0.50

0.70

0.90

1.10

1.30

H6 H9 H11 H14 H19
（出典：商業統計、H19は速報値）

 結城市

筑西市

小山市

関東内陸

※関東内陸：茨城県，栃木県，

群馬県，山梨県，長野県
結城バイパス

商業施設が多く立地する地域

※平均：茨城県内の一般国道平均値（H18）

■H14までに結城バイパスが全線開通し、国道50号現道の事故率は大幅に減少。

■結城バイパスの暫定2車線区間では、事故率が大幅に増加。

○平成14年度までに全線2車線整備
○平成16年度までに4.9kmが4車線整備

結城市新福寺の事故率
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筑西市川島町の事故率
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筑西市中河原の事故率
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２．事業の必要性に関する視点２．事業の必要性に関する視点

アクセス向上
結城バイパスの終点～新幹線停車駅小山駅までの所要時間が短縮される。

現道の渋滞ポイントの解消
国道50号現道の主要渋滞ポイントであった大橋町交差点の渋滞長が平成14年度に全線2車
線開通したことにより解消。現道の平均速度も向上。

7    8    9    10    11    12   13   14   15   16    17   18   19
時間（h）

速度（km/h）

50
45
40
35
30
25
20

※旅行速度は平日各時間帯の平均値 

○現道下り線（水戸方面）平日（平均）の旅行速度の変化 
全線開通時 
部分開通時 

最大約 14km/hの向上

 

 
時間（h）

速度（km/h）
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※旅行速度は平日 10時の平均値 

○現道下り線（水戸方面）平日 10時の旅行速度の変化 
全線開通時 
部分開通時 

最大約 19km/hの向上

H14.7供用区間

17

25

0 10 20 30

【整備後】
全線4車線整備

【H17現況】
始点～（主）結城下妻線
まで4車線整備

（分）

約8分の短縮

結城バイパス L=7.7km

4
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小山駅

4/4供用 L=4.9km 2/4供用 L=2.8km
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渋滞の解消

（至 水戸）

【大橋町交差点】（主）結城野田線

最大渋滞長（m）
（ ）は渋滞最後尾
からの通過時間

結城バイパスが全線開通する前の大橋町交差点の渋滞長

550m（4分） 0m（0分）

650m（7分） 0m（0分）国道50号

（至千葉県）

バイパス
整 備

至

群
馬

至

水
戸

開通前：H14.6.5（水）調査
開通後：H14.10.17（木）調査 5
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３．費用対効果３．費用対効果
■■事業全体事業全体

注1）費用及び便益額は整数止めとする。
注2）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
注3）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

6基準年：平成20年度

29億円

維持管理費

465億円436億円
２．３

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

1,070億円15億円68億円988億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短
縮便益便益便益((ＢＢ))

■■残事業残事業

5億円

維持管理費

19億円13億円
５．６

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

104億円1億円1億円102億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短
縮便益便益便益((ＢＢ))

■■既供用区間を除く区間既供用区間を除く区間

5億円
維持管理費

66億円61億円
１．６

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

104億円1億円1億円102億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短
縮便益便益便益((ＢＢ))
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４ ．事業進捗の見込みの視点４ ．事業進捗の見込みの視点

・結城バイパスの経緯

S53年度 都市計画決定 S55年度 工事着手

S54年度 事業化 S59年度～H16年度 部分（暫定）供用

S55年度 用地買収着手
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2車線

4車線

H14
1.9km
H14,16
1.9km

H10
2.25km

H15
2.25km

H10
1.25km

S62
1.0km

S59
1.3km

区間① 区間② 区間③

H15
0.75km

国道50号 結城バイパス L=7.7km

工事中工事中

区間④

用地取得率：100％
（事業化区間7.7km
での面積ベース）

50

4/4供用 L=4.9km 2/4供用 L=2.8km

（主
）
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下
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４ ．事業進捗の見込みの視点４ ．事業進捗の見込みの視点

全
区
間
暫
定
供
用

区
間
②
及
び

区
間
③
の
一
部

４
車
線
供
用

区
間
①

４
車
線
供
用

全
線

４
車
線

供
用
予
定

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22～

区間①

区間②

区間④

用地進捗率：１００％

年度

用
地

工
事

区間③

４車線
供用

４車線
供用

一部４車線
供用
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５．今後の対応方針（原案）５．今後の対応方針（原案）

（1）事業の必要性等に関する視点

・平成14年度までに全線暫定2車線で供用、平成16年度までに約4.9kmの区間が4車線で

供用済。

・残る暫定2車線区間はボトルネックとなっており、混雑度や事故率が高い。

・今後、周辺地域の道路整備や開発が進むことにより、更なる交通需要の増加が見込まれ、
より円滑な交通を図ることが必要。

・費用対効果（B／C)は２.３である。

（2）事業進捗の見込みの視点

・全区間の用地取得は既に完了しており、計画的に工事の推進が可能。

・今後は、暫定2車線区間の4車線供用を図り、全区間の早期供用を目指す。

（3）対応方針（原案）

事業継続事業継続
残区間の必要性・重要性は変わらないと考えられる。
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